予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費　　
	事業名　イタセンパラ生息域外保全推進事業費　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

環境生活部　自然環境保全課　生物多様性係　電話番号：058-272-1111（内2701）

　　　　　　　E-mail：c11265@pref.gifu.lg.jp 

　　　　　　　　　

１　事業費　　        　　　７４４千円（前年度予算額：      ８００千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	800
	0
	0
	0
	0
	0
	800
	0
	0

	要求額
	744
	0
	0
	0
	0
	0
	744
	0
	0

	決定額
	744
	0
	0
	0
	0
	0
	744
	0
	0


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・イタセンパラは国の天然記念物であり、種の保存法の指定種でもあるなど絶滅が危惧されている。
・国土交通省が本種の生息域内保全対策として、生息地である木曽川ワンドの環境整備を進めているが、危機的状況にある。
・本種の生息域外保全を確実に進めるうえで、危険分散の観点から複数の施設での飼育体制の確保が必要であることから、環境省、国交省等が岐阜県に積極的な関与を要請した。

・本種はイシガイ等の二枚貝に産卵するが、二枚貝の生態には未解明な部分が多く、本種を小型野外池において安定的に飼育するためには、二枚貝を含めた総合的な飼育技術に関する研究開発が必要である。
（２）事業内容

生息域外保全のためのイタセンパラの飼育・繁殖を行うとともに、産卵母
貝等を含むイタセンパラの総合的な飼育・繁殖技術開発研究を行う。
（３）県負担・補助率の考え方

県に生息する絶滅危惧種の保護であるため、県負担は妥当
（４）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	27
	検討会・研修会等への出席

	需用費
	499
	研究用資材

	役務費
	10
	郵便、電話

	その他
	208
	飼育用ドライスーツ等

	合計
	744
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）後年度の財政負担
　　　平成28年度を目途に当該事業の継続等について必要な検討を実施する。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　イタセンパラは、国の天然記念物であり、種の保存法の国内希少野生動物種にも指定されている日本固有種で、現存するのは、濃尾平野、大阪平野、富山平野の３箇所のみで、それぞれが固有の遺伝的特徴をもっています。

　このため、県河川環境研究所において本種の総合的な飼育繁殖技術に関する研究開発を行いながら、生息域外保全を推進するとともに、木曽川での存続が困難となった場合に備え、必要に応じ、野生復帰させるための体制を整備する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	※繁殖維持率

	-　％
（H23）
	-　％
（H24）
	· ％
（H25）
	-　％
（H25）
	300 ％
（H28）
	-　％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容

生息域外保全のためのイタセンパラの飼育・繁殖を行うとともに、産卵母貝等を含むイタセンパラの総合的な飼育・繁殖技術開発研究を行う。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　9月に50尾のイタセンパラを導入し、繁殖環境を整えた結果、10月を中心に、ほぼすべての雌個体が産卵したとみられる（結果が明らかとなるのは翌年の5月以降）。
　イタセンパラが産卵しやすい状態に産卵母貝を固定するための底質環境の検討を継続実施中。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	生物多様性ぎふ戦略（H23.7策定・公表）に掲げた絶滅危惧種の保全に関する取組であり、関係省庁（環境省、国交省等）からの要請や、流域住民から希少タナゴ類や二枚貝の保護に県も積極的に関与すべきとの意見が多く寄せられるなど、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　イタセンパラを導入し、繁殖環境を整えた結果、ほぼすべての雌に産卵させることに成功した。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　関係機関との連携を図りながら研究及び生息域外保全が実施できるよう、環境省中部地方環境事務所と協定を締結した。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
本種はイシガイ等の二枚貝に産卵するが、二枚貝の飼育には極めて高度な技術を要するため、本種と併せ、その飼育繁殖技術に関する研究開発が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

木曽川固有の遺伝的特徴を持つイタセンパラの生息域外保全に係る調査研究を進めることで、岐阜県の生物多様性保全推進に対する積極的な姿勢を県民に示す。

　また、産卵母貝を含めた飼育繁殖技術を確立することで、県内に生息する他のタナゴ類や希少な二枚貝の保護に役立てる。


